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西
三
河
剣
道
連
盟

指
導
蕃

十
一
月
二
十
一
日
　
（
土
）
、
西

尾
市
総
合
体
育
館
で
西
三
河
剣
道

連
盟
指
導
者
講
習
会
が
開
か
れ
た
。

参
加
者
は
約
六
十
名
、
西
尾
市
か

ら
は
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
教
士
八
段
山
田
久
美
先

生
。
講
習
内
容
は
「
審
判
法
の
講

義
及
び
奨
技
」
　
で
し
た
。

講
義
の
国
頭
に
講
師
か
ら
、

「
有
効
打
薬
の
条
件
は
何
で
し
ょ

講
闇
会

う
か
。
」
　
と
い
う
鎮
間
が
あ
り
、

参
加
者
の
何
人
か
が
と
ま
ど
う
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
先
ず
審
判
規
則
第
十

二
条
「
有
効
打
薬
の
条
件
」
を
確

認
し
ま
し
た
。
審
判
員
の
同
約
は

試
合
の
勝
敗
を
重
確
に
判
定
す
る

こ
と
が
第
一
で
す
が
、
側
南
的
な

要
素
と
し
て
次
の
雷
頭
を
確
認
し

ま
し
た
。

①
試
合
者
に
活
気
を
つ
け
る
。

②
興
味
を
起
こ
さ
せ
る
。

③
技
縄
の
正
否
を
自
覚

さ
憧
怠
。

④
正
し
い
剣
道
を
自
鑑

さ
せ
、
薄
く
。

後
半
は
裏
技
で
、
菜

際
に
試
合
を
審
判
す
る

こ
と
で
、
講
習
を
深
め

ま
し
た
。
試
合
者
に
対

し
て
審
判
鼠
は
ど
の
よ

う
に
動
い
て
有
効
打
梁

を
判
断
す
る
か
と
い
う

「
位
置
取
り
」
　
を
申
心

に
行
い
ま
し
た
。
審
判

者
は
不
慣
れ
な
轟
が
国

立
あ
ま
し
た
。
特
に
試

合
着
の
動
き
を
予
測
し
て
位
置
取

り
を
し
て
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
有
効
打
薬
の
判
定
に
自
信

を
持
っ
て
旗
を
揚
げ
る
に
は
何
よ

り
も
実
戦
経
験
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
韓
認
識
し
ま
し
た
。

今
回
は
西
尾
市
の
場
合
、
市
内

の
小
学
校
の
学
義
金
行
事
と
霞
な

り
、
教
員
の
参
加
者
が
少
な
か
っ

た
の
が
大
変
残
念
で
し
だ
。

諮
習
会
後
、
恒
例
の
稽
古
会
が

行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
剣
を

を
交
え
、
講
習
会
を
盛
り
上
げ
た
。

（
理
事
長
　
鈴
木
　
睦
）

第
四
囲
西
尾
市
南
部
蝿
匪
剣
道
大
会

十
一
月
十
五
田
富
）
、
一
色

龍
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
第
四
回

輯
尾
市
南
部
抱
囲
剣
道
大
会
が
開

か
れ
た
。
旧
騒
豆
郡
内
の
道
場
へ

通
う
小
中
学
生
や
中
学
の
剣
道
部

員
ら
六
十
二
名
が
参
加
。

▽
小
四
以
下
i

③
騒
田
朱
里
　
②
加
藤
晃
太

（
両
者
党
友
会
）

▽
小
五
以
上

①
杉
浦
大
陸
釜
田
良
剣
）

②
鈴
木
類
介
（
　
〃
∴
）

③
永
谷
美
空
（
党
友
会
）

④
加
藤
聡
太
宣
日
展
剣
）

▽
単
一
男
子

①
澱
連
騰
哉
（
一
）
②
外
山

貰
康
（
こ
⑧
鈴
木
緯
紀
量
目
）

▽
中
一
女
子

①
蘭
　
里
紗
（
こ
⑧
牧
野

目
良
梨
（
膏
）
③
藤
井
梅
里
恵

（
吉
）
⑧
山
本
姫
奈
乃
（
一
）

▽
甲
二
男
子

①
閏
申
　
堀
二
）
③
冨
田
遥
野

（
吉
）
③
寺
本
繰
入
室
田
）

③
野
口
祷
介
（
吉
）

▽
中
二
女
子

①
光
騎
　
藩
（
〓
②
清
水
簿
藻

呈
出
）
　
③
樋
日
愛
海
二
）



i灘 ��馬主 薙 � �時填少魯 � �態灘灘 � �：　÷ 

i謹 �醒 �酪酸iii 窮鵜熊 �� � � � 

閣醸 ∴； �ぎ －．∴ ∴∴ ∴∴ �∴ 綴 ）二乗’i 撼 澄 ∴ �∴∴ 

泣iiiM ∴ 21）－＼i ∴ �鶏態 1 �∴∴ �ー � 

恕轢鰯鑑際で ∴I 

i灘総・ 

油串等舐∴ 患網嬢　．。閣り績 　　　∵∴ 一　　一‘惑潤闇閲醒闘醗 

∴∴「 ．∵∴ � �　　∴∴∵∴　「∵ ∴∴ 

l � 

総 毒∴ ∴∴： �幾＼－ i洩 �∴∴ 敬 � �÷∴ 轡 i謡 � � �醒 

璽蟻醒 「 ∴ 関 �頸 ��� ��詣女 “子 曹 

12月の行韓予定
12／5　（土）媒剣邁稽古納め（剣・居）　　　　　　　　聴00　車窓む

第36国籍中校区小中剣道個人選手権大会l紬0　鶴城体

第60国東剣会則適個人選手権大会　　　13・30　三和小

粥0　西尾総緯

蛤的　安城体

10．30　安城体

10・00　知立福祉体

9－㊥0　平顔中

1700　西尾総体

12，／6　（日）薗三河緻審査会

茜三河剣道月例稽古会

12／10（木）西三河剣道高齢者稽古会

12／11（金）西三河剣邁女子部稽古会

12／12（土）127回市内剣道個人選手権大会（平申校区）

幼少年剣道入門教室

12′／19（土）西三河剣道e居合道稽古納め（居13．30　剣15．00）碧南理解体

12／劣⑭（臼）第14回道心杯争蛮中学校剣道大会∴∴∴∴瓢餓　福地申

甘薯／24（木）薗三河剣邁高齢者稽古会　　　　　　　　　胸的　安城体

1㌧／′26（土）幼少年剣道入門教室　　　　　　　　　　　　叩00　西尾総体

《靖尾剣達月例稽古会》　　　　　19；00

112／5（高年部）12／12　12／19　12／26　（土）

の事務局より

且／30第31回西三河少年剣道大会申込締め切り目　鎌田

服山道用語6垣一小串学生層一
〇平打ち一刀の刃の部分（弦の反対側）ではなく、腹の部分鶴打つこと。

この打薬は無効となります。

a合議一審判品が、試合中に反則やその疑いを発見した場合に、試合を

中止して互いに相談すること。
＼

』uy）に〆、／、ノ判的

㊥
鵜
二
証
せ
閻

憩
醍
繊
旗
夢
辞
繊
讃
来
会

（
赤
穂
市
総
体
　
十
一
月
一
語
こ

義
士
親
善
友
好
都
市
交
流
会
議

（
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
）
　
参
加
市

区
町
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
地
の

剣
道
少
年
団
及
び
申
学
校
が
参

加
。
近
畿
、
四
国
、
九
州
、
東

海
か
ら
各
チ
ー
ム
が
参
加
。

車
掌
男
子
囲
十
六
チ
B
A
、

女
子
三
十
五
チ
3
ム
参
加
。

西
尾
市
か
ら
は

西
尾
申
　
鶴
城
申
、
福
地
申
、

東
部
申
、
平
駐
車
が
参
加
。

▽
男
子
団
体

薄
霞
麟
　
蘭
籠
嘲
学
嬢

準
々
　
三
X
O
那
賀
川
　
（
徳
患

準
決
　
二
X
〓
同
形
　
（
兵
庫
）

決
勝
　
O
X
五
西
和
　
（
和
歌
山

選
手後

藤
元
哉
　
小
田
霞
海
　
太
田

篤
志
　
永
萬
大
陸
　
今
井
傑
作

河
邁
慶
巌
　
佐
藤
壮
真

三
　
位
　
西
罷
東
灘
帝
学
醸

準
々
三
X
一
生
野
（
兵
庫
）

準
決
の
X
二
西
和
　
（
和
歌
山
）

選
手

木
村
鼻
を
介
　
天
野
陽
太
　
堀
井

陽
太
　
加
藤
圭
悟
　
長
谷
崇
史

稲
垣
和
菓

※
こ
の
大
会
は
新
チ
ー
ム
と
し
て

初
め
て
の
大
会
で
し
た
。
準
決
勝

で
は
、
強
豪
の
西
和
甲
と
蔚
戦
し

大
将
ま
で
試
合
を
回
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
藻
を
生
か
し

一
歩
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

だ
い
と
思
い
ま
す
。

へ
東
部
申
顧
閥
　
後
藤
正
成
）

▽
女
子
団
体

三
　
館
　
薗
塵
車
掌
梗

準
々
　
五
×
0
鰹
江
　
（
大
阪
）

準
決
　
0
×
二
高
知
　
（
高
知
）

選
手

柴
田
　
轡
　
磯
谷
巽
衣
　
井
本

天
希
愛
　
濱
騎
稟
尋
　
榊
原
小
藩

0
第
囲
圃

剣
西
擬
革
学
穣
鋼
遵
東
金

（
高
山
薗
高
校
　
十
一
月
八
日
）

▽
女
子
の
部

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

準
竺
二
X
⑭
香
芝
東
　
（
奈
良
）

準
決
一
X
一
燕
　
（
新
潟
）

（
本
数
負
け
）

選
手

池
ケ
谷
杏
依
　
鈴
木
　
冴
∴
杉
浦

知
沙
　
松
田
季
和
子
　
橋
本
彩
乃

＊
東
部
甲
は
準
々
決
勝
で
比
叡
山

（
滋
墳
）
　
に
敗
れ
た
。

擾
勝
は
擬
革
学
校
（
新
潟
）

の
鱒
二
十
二
聞
こ
ゆ
過
ぎ
締
e
翻

ゲ
輪
播
常
輩
重
囲
哲
学
擬
剣
適
東
金

（
小
田
原
ア
リ
ー
ナ
十
一
月
十
五
日
）

▽
男
子
の
部

轍
闘
欒
　
蘭
寵
薦
鵡
帝
撃
擬

三
国
戦
二
X
の
国
分
寺
第
三
　
八
東
京
）

準
々
一
X
四
壬
生
　
（
栃
木
）

選
手

木
村
昇
を
介
　
天
野
陽
太
　
堀
井

陽
太
　
加
藤
主
情
　
長
谷
祭
壇

管
内
駿
稟
　
稲
垣
和
稟

▽
女
子
の
部

醸
闘
騎
　
西
鰻
擬
擬
革
学
擬

三
回
戦
二
X
O
赤
堀
（
群
馬
）

準
々
一
X
三
六
角
橋
（
神
奈
川
）

選
手

犬
塚
成
美
　
黒
柳
陸
曹
　
黒
柳

彩
哲
　
学
固
形
撃
　
大
澤
範
施

村
井
紗
弥
香

愚
直
蔵
旗
二
位
西
中
男
子

忠
匝
蔵
旗
三
位
　
東
申
男
子

鑑

結

薄

紅

鰐

鰹

緯

線

簿

懇

騙

態

鮭

駕

鮭

鸞

絶

勝

繚

鵠

駐

韓

馬

細

鱒

繊

弱

畿

吟
題
辞
擾
よ
紗

。
小
中
学
生
の
剣
士
へ

ー
課
題
連
騰
軽
免
結
膜
薗
冨

十
二
月
の
行
轟
予
定
を
見
る
と
、

今
年
を
締
め
く
く
る
試
合
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
相
手
に
勝
つ
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
攻
防
を
繰
り

広
げ
る
試
合
は
、
と
て
も
貴
塾
な

経
験
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

勝
っ
て
も
、
負
け
で
も
、
そ
の
試

合
内
容
か
ら
、
自
分
の
剣
を
み
が

く
た
め
の
課
題
が
見
つ
か
る
は
ず

で
す
。
日
頃
の
練
習
で
は
そ
の
課

題
を
踏
ま
え
た
練
習
を
し
っ
か
り

行
い
ま
し
ょ
う
。

‥
会
員
の
み
な
さ
ん
へ

ー
い
い
蒲
を
か
き
凄
し
ょ
毎
日

師
走
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年

の
稽
古
会
へ
の
参
加
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

「
交
剣
知
愛
」
と
も
う
し
ま
す
。

十
二
月
の
稽
古
日
を
見
て
、
是
非

お
互
い
に
い
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ

ーつ。


